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電気柵設置マニュアル

小寺祐二 著

電牧器

アース棒

← 2m以上 →

30～40cm

手順 1：本体とアース棒の設置

電牧機本体は，電牧線の中央
付近に設置する．

アース棒は，通年しめっている場所を30～40cm程掘
り下げ，2m以上間隔をあけて打ち込む．

長さ0.9～1.5m程度のものが望ましい（鉄筋も利用可）．
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電牧器

アース棒

電牧線

- +
バッテリー

手順 2：電牧線とバッテリーの接続

電牧線は，1段目を地面から20cm，2段目を
40cmの高さに張る．

数十m間隔で上
下結線を付ける．

碍子（がいし）は
動物側に向ける．

電牧器

アース棒

電牧線

- +
バッテリー

100m以上離れた地点で，
完全に漏電させる．

金属棒

テスター

手順 3：アーステストの実施

テスターに多量の電気が流れ
る場合，アースが不十分なの
で，アースを増設する．
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← 2m以上 →

手順 4：完成図

アーステスト完了後，埋設する．
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